
克
豆
回
申
六

n-一十一
-
d
軍
三
司
商
慣
噛
謂
可
門
司
暗
鬼
司
回
】
聞
置
骨
J
V

辛子電車E 回一-~司ヱエ-1--星li匝 4・ 3車問匝膏

議

曹

積

強
調

消
費
利
子
の
問
題

:
-
i
・
e

・-:・
-
J
J
・
-
:
:
:
丈
一
畢
博
士
高
田
保
馬

車
税
の
基
本
的
問
題
l
i
-
-
:
-
j
i
-
-
-
-
法
皐
樽
士
紳
戸
正
雄

陣

論

産
業
組
合
製
綿
と
養
護
農
家

:
:
:
j
i
-
-
標
準
博
士
八
木
芳
之
助

研

究

統
計
調
査
論
:
・
・
:
・
・
・

;
:
:
i
i
:
:
抑
制
印
章
博
士
崎
川
成
コ
一

資
本
制
生
産
の
登
展
と
商
業
関
係
:
:
:
経
漕
皐
士
堀
新
一

株
式
債
格
構
成
の
原
理
・
;
・
:
・
-
・
;
・
:
・
:
:
極
務
事
士
石
田
興
平

説

苑

朝
鮮
に
於
け
る
金
矯
替
本
位
制
--ji----

趨
漕
皐
士
松
岡
孝
児

限
界
生
産
力
説
と
新
労
銀
基
金
設
・
:
経
費
皐
士
飯
岡
田
藤
次

古
典
皐
涯
の
商
業
概
念
に
つ
い
て
・
:
:
・
輝
湾
皐
士
松
井
清

脚

川

議

附

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
一
巻
乃
至
第
四
十
巻
論
題
索
引

本
誌
第
四
十
一
巻
線
目
録

叢



喝

論

産
業
組
合
製
線
三
養
護
農
家

J¥ 
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芳

乙
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現
今
我
聞
に
於
て
一
般
に
「
産
業
組
合
製
線
」
ま
七
は
簡
草
に
「
組
合
製
総
」
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
も
の

は
、
組
合
員
た
る
養
輩
農
家
の
生
産
し
た
る
繭
を
原
料
と
し
て
製
総
を
行
ひ
、
生
総
と
し
て
之
会
販
買
す
る
産
業

組
合
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
製
総
過
程
に
闘
し
て
は
、
個
ι
干
の
堕
位
組
合
が
そ
れ

F
1製
総
工
場
を
煙
管
し
て
之

eg
行
ふ
場
合
と
、
個
冷
の
単
位
組
合
は
単
に
組
令
員
の
生
産
し
た
る
藷
繭
を
蒐
集
す
る
の
み
で
、
製
帥
怖
は
総
て
そ

の
聯
合
舎
の
経
替
す
る
製
締
工
場
に
於
て
之
を
行
ふ
場
合
と
が
あ
/
る
。

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
組
会
製
締
は
産
業
組
会
の
一
に
し
て
、
弱
小
生
産
者
だ
る
養
費
農
家
の
相

E
的
組
織
'
と
し

一
方
に
於
て
は
繭
自
由
取
引
市
場
に
通
有
な
る
商
業
資
本
に
よ
る
繭
買
叩
き
を
防
止
し
て
、
繭
債
の
維
持
に

努
め
、
他
方
に
於
て
は
特
約
取
引
営
通
じ
て
行
は
れ
る
製
総
資
本
の
養
輩
農
家
支
配
に
劃
し
て
有
力
な
る
牽
制
作

て、用
を
及
ぼ
し
、
以
て
組
合
員
た
る
養
輩
農
家
の
利
盆
を
確
保
す
る
。
し
か
も
元
来
、
組
合
製
総
に
於
て
は
組
合
員

産
業
組
合
製
判
明
と
養
宣
農
家

第
四
十
一
巻

ーと

九

第
六
就

九



産
業
組
今
製
紙

E
養
蜜
農
家

第
間
十
一
巻

ーヒ
ブL

第
7t 
披

問。

た
る
養
鷺
農
家
の
産
繭
を
生
総
に
ま
で
製
造
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
組
令
長
た
る
養
輩
農
家
と
組
合
製
綜
工
揚

と
は
密
接
不
可
分
離
の
闘
係
に
立
ち
、
ま
た
原
料
針
策
に
就
い
て
も
自
主
的
組
会
統
制
を
確
立
し
得
る
立
場
に
あ

る
。
か
〈
組
合
製
紙
に
於
て
は
、
養
輩
業
と
製
村
林
業
と
の
統
一
、
印
ち
雨
部
門
の
完
全
な
る
融
和
が
存
し
て
ゐ
る

か
ら
、
そ
の
生
総
販
責
債
格
よ
り
生
産
費
と
共
の
他
の
雑
費
と
を
差
引
き
、
ぞ
の
残
額
を
組
A
n
員
に
配
分
す
る
組

織
で
あ
石
か
ら
、
組
合
製
綜
に
あ
り
で
は
管
業
製
紙
の
獲
如
何
し
う
る
利
潤
は
之
を
組
合
員
た
る
養
輩
農
家
~
均
需

ト

ノ

)

リ

ザ

サ

ク

】

」

つ

-
U
)
J
p
o

t
-、
M
v
d
T
4
4
1
U
ザ
口
同

真
に
組
人
什
製
総
の
組
織
構
成
者
日
首
に
佃
ι
干
の
義
監
民
家
に
止
ら
や
、
義
議
・
官
一
行
制

〈
H

も
ま
れ
附
僻
と
し
て
制
ん
引
加
入
が
可
能
左
右
っ
て
ゐ
あ
か
ら
.
之
い
J
っ
て
粧
ム
円
製
紙
は
ご
胞
は
下
層
の
養
宜

小
農
を
も
組
合
員
と
し
て
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

か
く
組
合
製
紙
に
於
て
は
、
養
輩
、
製
紙
の
融
合
、
郎
ち
所
詞
輩
綜
業
の
一
元
主
義
が
宜
現
さ
れ
て
ゐ
る
次
第

で
み
る
か
ら
、
組
合
員
の
産
繭
慮
理
上
、
結
山
業
製
締
支
配
下
に
あ
る
養
輩
農
家
に
較
べ
、
よ
り
公
正
な
る
利
益
分

、、

配
と
よ
り
平
等
な
る
危
険
負
搭
と
が
行
は
れ
得
る
理
想
的
経
管
形
態
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
現
貨
の
組
合
製
綜
の
姿

は
、
か
く
の
如
、
き
組
人
H

製
締
の
理
想
形
態
に
人
川
致
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
小
論
に
於
て
は
、
最
近
に
於
け
る

組
会
製
綿
稜
展
の
有
の
僅
の
委
を
管
業
製
綜
と
封
比
し
つ
〉
摘
出
し
、
こ
れ
を
理
想
型
に
接
近
せ
し
な
る
た
め
に

採
る
べ
き
針
策
に
就
い
で
少
し
く
論
じ
よ
う
左
忠
ふ
。

一一

か
、
〉
る
養
茸
農
家
の
産
繭
慮
理
上
に
於
け
る
理
想
的
鰹
符
形
態
た
る
組
人
H

製
綜
は
、
最
近
に
於
て
果
し
て
如
何



な
る
後
展
を
示
し
つ
・
?
の
る
で
あ
ら
う
か
。

組
合
製
総
の
接
展
史
は
か
な
り
古
〈
、

肢
に
産
業
組
合
法
の
制
定

以
前
か
ら
群
馬
脚
及
び
長
野
牒
に
は
組
合
製
綿
類
似
の
組
介
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
殊
に
群
馬
腕
に
於
て
は
明
治

十
一
年
に
湖
る
も
の
で
あ
っ
て
、
誌
に
殺
注
せ
る
所
謂
南
一
二
世
に
於
て
は
、
山
首
相
は
養
窟
農
家
の
座
繰
製
総
せ
る

生
総
の
共
同
揚
↑
辺
、
生
産
生
紙
の
共
同
販
買
を
行
へ
る
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
生
総
の
品
質
改
良
と
好
商
に
よ
る

生
綿
貫
叩
の
防
止
と
に
よ
り
、

'M繰
製
綿
を
管
h
u
養
輩
農
家
の
利
盆
を
確
保
ぜ
ん
と
す
る
に
あ
つ
に
。
却
も
器
械

製
絡
が
礎
控
す
る
産
業
資
本
時
代
に
入
る
ま
で
の
向
業
資
本
時
代
に
於
げ
る
組
介
製
総
の
任
務
は
、

商
業
資
本
に
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殊
仁
誠
訪
町
中
佐
中
心

と
し
て
持
械
製
絡
の
後
達
が
著
し
〈
、
養
輩
農
家
の
一
回
繰
製
絡
を
暦
倒
せ
る
た
め
、
養
護
農
家
は
産
繭
を
そ
の
ま
〉

販
買
す
る
こ
と
〉
な
り
、
蕊
に
養
輩
業
と
製
総
業
と
の
分
化
を
見
る
に
至
っ
た
。
併
し
山
間
地
域
で
交
通
不
便
な

る
世
胞
に
於
て
は
、
養
質
農
家
は
繭
仲
買
人
に
買
叩
か
れ
、
ま
た
悼
業
製
絡
に
旺
接
版
買
す
る
地
方
に
於
て
も
、
生

繭
の
取
引
は
最
初
は
正
量
取
引
に
よ
ら
ざ
る
不
公
正
な
る
も
の
で
め
っ
た
。
産
業
資
本
時
代
に
入
る
に
及
び
、
一
投

鐘
農
家
は
主
と
し
て
管
業
製
総
に
劃
抗
す
る
た
め
、
器
械
製
総
工
場
制
の
組
人
H

製
紙
ぞ
設
立
す
る
こ
と
、
な
っ
た
。

こ
の
産
業
資
本
時
代
に
入
る
に
及
び
、
市
三
祉
に
於
て
も
、
管
業
器
械
製
総
に
針
抗
す
る
た
め
、
明
治
の
末
年
か

ら
大
正
の
初
期
に
か
け
て
、
器
械
製
線
に
轄
化
す
る
こ
と
冶
な
っ
た
。

然
る
に
共
の
後
に
於
け
る
組
合
製
締
の
穀
展
は
二
粧
品
営
業
製
締
の
稜
展
に
比
し
て
甚
だ
し
く
遅
緩
で
あ
っ

R
。

ぞ
れ
は
何
故
で
あ
っ
行
か
。
こ
れ
ゆ
光
づ
第
一
に
蹴
洲
大
戦
中
よ
り
大
正
年
聞
を
通
じ
て
、

一
世
製
総
業
が
隆
盛

産
業
組
合
製
紙
と
養
営
農
家

ヒ
ブL

第
六
吹

第
凶
十
一
巻

匹l

棚矯初太郎氏、組合1謀総に関する考察!l}，li!;調に JiîJt~.，て(農業経済の理論と賓
際)277頁以 f'参Jf官。



産
業
組
品
官
製
叫
怖
と
養
蟹
農
家

第
川
十
一
巻

"'1 

七
九
問

第
六
時
刷

で
あ
り
、
繭
債
が
比
較
的
高
〈
維
持
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
養
輩
農
家
は
産
繭
虚
理
に
困
難
ぞ
戚
ぜ
争
、
屡
冷
製
綜
家
の

競
争
買
に
よ
っ
て
利
盆
を
占
め
た
の
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
剖
ち
庇
の
時
代
の
環
境
は
、
養
輩
農
家
を
し
て
組
合

製
綿
を
設
立
す
る
必
要
を
痛
戚
せ
し
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
組
合
製
総
は
共
の
組
合
え
た
る
養
輩
農
家

の
産
繭
の
み
に
依
存
す
る
一
佃
の
地
域
的
国
簡
で
あ
る
か
ら
、

組
合
製
絡
の
設
立
は
養
鷲
農
家
が
相
官
集
間
的

に
援
連
せ
る
地
方
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
か
〉
る
こ
事
情
は
大
正
年
間
に
於
け
る
組
合
製
絡
の
殺
展
を
甚
だ

し
〈
遅
緩
な
ら
し
め
だ
。
一
合
、
そ
れ
ど
ご
ろ
か
、

組
合
製
総

ω釜
数
は
大
正
十
年
の
一
一
一
寓
三
千
か
ら
大
正
十
一
一
一
年

も
係
ら
十
、

世
人
含
し
寸
「
組
令
製
紙
は
組
合
問
一
卒
者
い
か
管
業
骨
組
綜
排
除
の
耳
想
を
有
す
る
に

事
買
は
そ
の
後
遠
の
頂
勅
を
過
ぎ
た
の
で
あ
る
ま
い
hm
」
と
の
疑
問
す
ら
殺
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。

の
ご
高
六
千
へ

1ι
減
少
し
、

然
る
に
議
数
年
来
、
輩
総
業
界
の
不
況
深
刻
化
ぷ
件
ふ
中
小
製
紙
業
の
渓
落
、
繭
市
場
の
一
行
詩
等
に
よ
る
養
輩

農
家
の
産
繭
慮
理
の
困
難
、
躍
に
特
約
養
議
組
合
営
通
じ
て
養
輩
農
家
へ
加
へ
ら
れ
る
大
製
綿
資
本
の
重
暦
は
、

自
己
防
衛
策
'
と
し
て
養
輩
農
家
診
し
て
組
合
製
絡
に
結
成
せ
し
h
u

る
こ
と
h

な
っ
た
。

卸
ち
第
一
表
に
一
不
す
如
く
、
最
近
に
於
け
る
組
令
製
赫
の
後
展
は
相
官
に
目
費
し
く
、
大
正
十
五
年
を
一

o
u

と
す
れ
ば
、
昭
和
八
年
に
於
て
は
工
場
数
に
就
て
一
二
三
、
釜
設
に
就
て
は
一
七
四
、
生
締
生
産
量
に
就
で
二
一

六
の
増
大
を
示
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
大
正
十
五
年
に
於
て
は
一
工
場
営
り
平
均
釜
敷
は
七
五
、

一
釜
嘗
h
J
年
平
均

生
総
生
産
量
は
一
七
・
五
貫
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
八
年
に
は
前
者
は
一

O
六
釜
、
後
者
は
二
了
七
貫
と
な
り
、
組

合
製
線
は
そ
の
工
場
規
模
に
於
て
も
一
釜
営
り
平
均
生
産
力
に
於
て
も
、
著
し
き
接
展
を
示
し
て
ゐ
る
。

千坂高興氏、産業組令製線経磐論(管孫業の動向 1:組舎製線)'4'頁。
森泰吉郎氏、窟紙業資本主義具、 '46頁。
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人
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0
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八
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ニ
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正
一
ェ
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一
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回
一
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一
一
一
一
一
一
一
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、
正
一
早
一
二
口
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同
省
ご
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一
五
一
、
豆
一
茜

計
一
五
一
人
、
去
三
一
三
六
五
六
、
八
三
一
三
苫
一
、
五
三
玉
担
七
孟
ニ
d
占
一
二
塁
一
九
三
人
よ
三
一
λ
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4
2
一言一一、一五一一三

併
し
な
が
ら
制
令
制
北
村
怖
が
水
邦
一
般
活
総
附
仰
に
於
て
市
め
£
地
牝
に
つ
い
て
凡
る
い
い
、

第
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表

最
近
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げ
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組
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梨
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設
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昇
し
つ
〉
あ
る
も
、

未
だ
充
分
に
優
位
な
る
色
の
と
は
云
ふ
を
得
な
い
。

第
二
表

蚊

木
邦
露
紙
業
に
於
げ
る
組
合
製
線
の
地
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全
園
中
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組
合
製
判
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占
な
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割
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却
も
昭
和
七
年
に
於
て
組
合
製
総
は
杢
園
製
総
工
場
数
の
一
四
・
九

μ
、
杢
闘
釜
数
の
一
五
・
六
Mm
、

産
業
組
合
架
線
と
養
慧
農
家

第
六
披

七
九
五

第
間
十
一
巻

会
園
生
総
生
I

同

全圃産業組合製縁組合聯合舎、産業紺ー
合製線に闘する資料(第一韓)及び昭和l
八年度組合製紙状勢調査による。昭和
十年度は農林省宣総局調査による。
組合製訴の賓数に就では第一表参照。
金蝿の工場殿、釜較、生練生産額は、
農林省鐙総局、蟹総業要覧による。



産
業
組
令
製
紙
と
養
霞
農
家

第
四
十
一
巻

ヒ
:JL 
ノ、

第
六
批

1'-'1 
凶

き
れ
ば
我
岡
製
総
業
の
将
来
は
、
管
業
製
総
と
産
業
組
A
Y
製
総
の
二

先
づ
七
と
三
と
の
分
野
に
て
生
総
の
生
産
が
行
は
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
の
組
人
n
製
赫
運
動
の
目

産
額
の
一

0
・
四
%
を
占

b
る
に
過
ぎ
な
い
。

つ
に
分
れ
、

標
貰
現
は
、

尚
ほ
前
途
遼
遠
で
あ
る
と
三
一
日
は
ゴ
る
を
純
一
な
い
。

か
〈
の
如
く
組
合
製
紙
は
最
近
著
し
き
殺
展
を
示
し
つ
〉
あ
る
も
、

之
を
会
闘
的
に
見
る
に
、

決
し
て
全
園

律
な
る
稜
展
を
一
不
す
も
の
で
は
な
い
。

今
各
府
腕
の
上
繭
生
産
数
量
中
、

組
合
製
総
へ
の
供
繭
数
量
の
占
な
る
割

人
口
伝
以
一
一
て
、

各
aM瞬
じ
於
け
る
組
作
製
綜
の
綾
田
胤
一
年
を
一
不
す
色
の
と
寸
れ
ば
、
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千石興大郎氏、産業組合製紙の扶勢と二三(1)考察〔農業経糠研究)第7港第
3披6日l
会踊産品且舎製耕、聯合合、同和凡年度組令製紙状勢調育、同合産業組合製綜
に闘する資料(第一輯)。農林省震線局、櫛慮，~~!}lJi特約取引=閥スル調査(昭
和九年十二月)よち算出。
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13.0 

印
ち
第
三
友
よ
り
し
て
組
介
製
綿
の
穀
展
卒
合
見
る
に
み
一
同
一
平
均

以
上
に
著
し
く
殺
達
せ
る
地
方
は
、
本
山
及
び
闘
束
の
雨
匝
に
し
て

殊
「
い
そ
の
う
ち
に
於
て
も
長
野
、
群
馬
雨
腕
の
殺
岡
崎
率
が
著
し
〈
、

そ
の
他
の
地
方
に
於
て
は
高
知
、
鳥
取
、
岐
阜
、
岩
手
の
諸
臓
が
之

に
直
い
で
ゐ
る
。
か
く
組
へ
H

製
総
の
殺
達
を
し
て
局
部
的
な
ち
し
め

h
-
4
9
川市
ι

』
泊
十
品
、

i

d
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組
へ
川
製
織
は
組
合
員
に
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一
発
龍
農
家
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繭
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円
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ニ
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将
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1
J
h
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h
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町
峰
臣
子
炉
う

3
巾
コ
、

U
〆

i
4日
千
F
J
e
-
A川

F
V
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b
v
内
日

v
t
h
凡
証

v

d

f
土
L

口日目

¥
t
川
堤
，
枝
市
中
L
h

'
h
F
J
J
I
拝
羽
生
山
T
p
u
u

養
輩
業
が
相
嘗
集
間
的
に
緩
珪
せ
る
地
方
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

従
て
養
質
業
が
新
に
展
開
せ
る
地
方
に
し
て
組
合
製
総
を
殺
生
せ
し

か
る
に
足
る
だ
け
の
集
岡
的
破
遣
を
一
不
き
な
い
地
方
に
於
て
は
、
比
較
的
庇
大
な
る
地
域
よ
り
産
繭
を
買
集
め
得

る
管
業
製
絡
の
批
判
‘
生
を
光
づ
見
る
こ
と
〉
な
る
。
加
ふ
る
に
養
質
業
と
持
械
製
総
業
L
」
が
分
化
す
る
産
業
資
本
時

代
に
入
り
て
、
比
較
的
新
し
く
養
護
業
の
夜
連
せ
る
地
方
に
於
て
は
、
管
業
製
品
桝
の
繭
貝
入
を
自
営
と
し
て
養
費
業

が
普
及
す
る
事
情
も
ま
た
、
組
合
製
絡
の
発
遣
を
し
て
斯
〈
の
如
〈
局
部
的
な
ら
し
め
た
も
の
と
言
ム
ペ
き
で
あ

ム
。
而
し
て
我
園
の
養
『
輩
業
は
明
治
の
中
期
に
至
る
迄
は
群
馬
、
長
野
、
一
晒
均
等
の
誇
牒
に
比
較
的
集
中
さ
れ
て

ゐ
た
が
、
欧
洲
大
戟
以
来
次
第
に
斯
か
る
特
定
地
方
か
ら
空
間
的
に
普
及
し
、
し
か
も
商
漸
南
港
の
傾
向
を
示
し

つ
冶
あ
る
が
、
組
合
製
総
の
稜
展
も
亦
そ
れ
に
照
鷹
し
て
、
上
越
せ
る
理
由
に
よ
り
、
奮
養
輩
地
た
る
群
馬
、
長

産
業
組
合
架
線
と
養
誼
農
家

第
州
十
一
巻

七
九
七

第
大
披

四
五

東i甫l.!oi'台氏、組合製総論{産業組合、昭和-l:5rc八月 )25頁以下参照。
か〉る桑園の俊民傾向に杭ては那須崎氏編h本手1¥土地利用の併究〈桑閣の昔日)
参照。
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産
業
組
合
製
線
と
養
富
農
家

第
四
十
一
巻

ヒ
L
L

-

J

ノ一ノ

第
中
ハ
附
蜘

野
等
に
於
て
共
の
接
遣
が
目
提
し
く
、
新
興
養
輩
地
方
に
於
て
は
芙
の
殺
建
が
比
較
的
僅
少
で
あ
っ
た
。

然
る
に
元
来
、
製
赫
業
そ
の
も
の
が
比
較
的
手
工
業
的
で
あ
り
、
従
で
中
小
規
模
の
組
令
製
綿
の
存
在
を
可
能

な
ら
し
め
る
蕗
よ
り
、
ま
た
兎
に
昭
和
五
年
の
農
業
恐
慌
以
来
、
渡
落
せ
ん
と
す
る
中
小
替
業
製
綜
に
代
る
た
め
、

繭
市
場
の
行
詰
に
よ
る
養
茸
農
家
の
産
繭
慮
理
上
の
悶
難
を
脱
す
る
た
め
、
不
良
品
営
業
製
献
の
繭
代
金
不
排
を
菟

れ
る
た
め
、
或
は
管
業
製
線
の
特
約
取
引
に
潤
す
る
不
平
を
股
る
た
め
等
φ
の
諸
理
由
に
よ
っ
て
、
組
合
製
絡
が

断
次
附
設

5
れ
る
機
，
叫
に
・
刈
ひ
、

普
義
滋
地
に
於
て
も
、

ま
ト
』
吾
輩
新
聞
也
ど
る
烏
段
、
匂
相
手
こ
川
氏
て
も
也
九
川

1
5
J
J
j
z
J
j
:
，
J
I
l
i
:
t
j
h

古
J
l

製
緋
の
新
設
を
見
あ
に
至
つ
大
C

か
、
〉
る
組
合
製
紛
の
殺
展
は
、
昭
和
八
年
に
初
め
ら
れ
た
産
業
組
合
構
充
五
ヶ
年
計
査
に
よ
っ
て
一
一
層
促
進
さ

れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
斯
か
る
組
合
製
品
桝
の
後
展
を
期
す
る
た
め
に
は
、

一
面
に
於
て
産
業
組
人
川
教
育
の
普
及
、

-
産
業
組
合
主
義
の
徹
底
を
必
要
と
す
る
が
、
他
面
に
於
て
組
合
製
総
工
場
の
終
備
、
組
合
員
の
産
繭
確
保
、
生
総
共

同
販
買
の
集
中
化
等
、
組
合
製
綿
経
替
の
人
口
却
化
に
努
む
べ
き
で
あ
る
。
現
代
の
資
本
主
義
枇
舎
に
於
て
、
組
A
H

製
絡
は
符
業
製
総
と
針
立
し
で
存
繭
す
る
限
り
、
管
業
製
紙
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
事
業
成
績
金
奉
げ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
蓋
し
産
業
組
合
の
後
展
に
臆
じ
、
資
本
主
義
的
企
業
の
領
域
を
征
服
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
何

等
強
制
の
結
果
に
あ
ら
や
し
て
、
自
由
競
守
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
め
る
。
だ
か
ら
貰
紙
業
の
指
導
原
理

が
優
良
生
総
の
廉
償
供
給
に
あ
る
限
り
、
此
の
姑
に
つ
き
組
人
リ
製
絡
は
自
由
競
争
に
よ
っ
て
管
業
製
締
を
排
除
し



か
く
て
こ
ぞ
組
合
製
総
は
、

産
繭
を
管
業
製
綿
に
責
る
よ
り
も
、

一
毒
茸
農
家
は
恰
志
水
の
低
き
に
流

得
る
だ
け
の
買
力
を
備
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

貫
質
的
に
見
て
よ
り
多
〈
の
利
益
を
養
謹
農
家
に
確
保
し
得
る
こ
と
〉
な
り
、

る
〉
が
如
く
、

組
合
製
綿
に
集
中
す
る
で
あ
ら
う
。

先
づ
現
在
の
製
統
工
場
を
組
合
製
綜
と
管
業
製
綿
と
に
分
ち
て
、

各
ι
ゲ
の
工
場
規
防
慌
を
比
較
し
、

更
に
叫
営
業
製

総
の
中
で
比
較
的
大
規
模
な
る
株
式
、

人H
資
及
び
人
口
名
合
同
枇
組
織
に
よ
る
製
総
工
場
の
規
模
を
一
不
し
、

そ
れ
ん
¥

ω
工
場
数
及
び
釜
数
じ
っ
き
、

そ
の
蓄
和
歩
合
を
算
出
す
れ
ば
左
の
如
く
な
っ
て
ゐ
る
。
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右
表
よ
り
す
る
も
、

組
合
製
総
工
場
に
は
比
較
的
小
規
模
な
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
明
で
め
る
。

卸
ち
一
五

O

産
業
組
合
製
総
と
養
翠
農
家

第
凶
十
一
巻

七
九
九

第
六
披

四
一ヒ

農林省重量級局調、阿和ト年七月一日現在製紙工場捕、般による。1) 



提
業
組
品
官
製
粉
と
養
態
農
家

第
川
十
一
巻

凡

0
0

第
六
枕

但i
丹、

釜
未
耐
の
小
工
場
ド
就
て
見
る
に
、
組
介
製
総
に
於
て
は
夫
は
杢
工
場
数
の
八
四

μ
心
、
会
釜
数
の
五
六
%
四
営

占
め
る
に
、
偉
業
製
綿
で
は
夫
は
杢
工
場
敷
の
八

O
り
五
、
杢
釜
載
の
三
五
り
こ
を
占
h
u
る
に
過
ぎ
子
、
殊
に
株

式
、
令
資
及
び
名
介
令
枇
組
織
に
よ
る
管
業
製
総
に
於
て
は
、
夫
は
み
一
工
場
数
の
五
二
一

μ
四、

λ
土
釜
数
の
一
七
L
Y

五
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
て
組
合
製
綿
は
叫
営
業
製
締
、
殊
に
近
代
的
な
る
命
日
一
位
組
織
に
よ
る
帥
営
業
製
紙
に
劃

抗
す
る
必
要
上
、
そ
の
工
場
地
棋
を
一
見
に
憤
大
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
林
省
の
調
査
に
よ
る
も
、
組
合
製
総
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A
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n
U
V
H代
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1

1
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5

沢
一

費
の
低
下
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
来
援
表
さ
れ
た
る
生
総
生
産
費
が
果
し
て
充
分
に
正
確
な
り
や
否
や
に

第
五
姦

[守工
、住'-
ノJ

自明d
)干模
r唱~Br!
5占IL
，へム

ほiFL
干!設
午:lj

!主氏、d 問

可一

の
生
紙
生
産
授
は
二
力
心
一
帯
一
乃
一
色
一
一
一

C
O
盆
の
も
の
に
於
て
最
'
ら
低
い
。

か
〉
る
理
由
か
ら
組
合
製
紙
工
場
の
規
模
は
一
五

O
釜
乃
至
三

0
0釜
μ

競
大
す
べ
き
も
の
と
一
般
に
提
唱
き
れ
て
ゐ
る
o

組
合
製
紙
が
時
営
業
製
締
と
自
由
市
場
に
於
て
封
立
存
捕
す
る
限
り
、
雨

者
の
聞
に
債
格
競
争
が
行
は
れ
る
こ
と
は
常
然
で
あ
り
、
し
か
も
此
の
競

争
に
優
勝
せ
ん
と
す
れ
ば
、
優
良
生
紙
を
生
産
す
る
と
共
に
、
生
材
料
生
産

闘
し
て
は
多
少
の
疑
問
は
あ
る
が
、
雨
者
の
生
産
費
は
最
近
一
い
於
て
次
の
如
、
吉
山
肌
態
を
示
し
て
ゐ
る
(
第
六
表
参
照
)
。

か
〈
の
如
〈
昭
和
五
年
度
以
至
る
ま
で
は
、
組
合
製
綿
の
生
締
生
産
費
は
傍
業
製
綜
の
夫
よ
ち
も
低
く
な
っ
て

ゐ
る
が
、
そ
れ
以
後
は
寧
ろ
反
劃
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
斯
る
調
査
は
組
合
製
締
及
び
管
業
製
綜
の

全
般
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
に
組
令
製
紙
中
に
於
て
最
も
競
争
力
太
い
な
る
一
五
O
釜
乃
至
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生
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第六義生級生産費(百斥常り)') 

年JlJbI4組側
:，~ H陸線

大正d
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と
比
較
し
よ
う
(
第
七
表
参
照
)
O

組
合
製
総
の
生
産
費
項
目
中
に
は
繭
運
槻
費
を
快
き
、
管
業
製
総
の
夫

に
は
養
輩
奨
醐
指
導
費
、

減
償
却
却
費
、
其
他
を
快
い
て
ゐ
る
o
ま
た
雨
者

の
線
工
場
中
に
於
て
採
ら
れ
た
る
調
査
工
場
数
に
つ
い
て
も
多
少
の
来
異

両
者
の
殿
密
な
る
比
較
は
許
さ
れ
な
い
が
、

一
五

O
釜
乃

が
あ
る
か
ら
、
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場
に
於
て
は
、
組
合
製
綿
の
方
炉
二
十
銭
高
〈
な
っ
て
ゐ
る
。
併
し
役
職

員
俸
給
手
賞
費
、
職
工
賃
銀
手
嘗
賞
典
、
従
業
員
一
澗
利
増
進
施
設
費
、
賄
材
料
費
の
介
計
額
は
、
組
合
製
総
の
方

が
そ
れ
介
¥
六
国
四
十
六
銭
、
三
国
四
十
五
銭
高
く
な
っ
て
ゐ
る
拙
か
ら
考
へ
て
、

一五

O
釜
乃
至
三

O
O
釜
の

組
合
製
綜
は
同
一
規
模
の
偉
業
製
絡
に
較
べ
、
充
分
な
る
競
争
力
を
有
す
る
も
の
と
思
ば
れ
る
。

克
に
生
総
一
か
園
際
向
品
で
あ
り
、
且
つ
人
絹
と
い
ふ
強
敵
そ
控
へ
る
以
上
、
組
合
製
総
の
理
想
は
暇
令
如
何
に

高
く
と
も
、
現
貨
の
世
舎
で
は
、
一
般
輩
総
業
と
同
じ
く
優
良
生
絡
の
廉
債
生
産
へ

E
精
進
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
然
ら
さ
れ
ば
競
争
界
に
於
て
は
営
然
落
伍
者
と
な
る
で
あ
ら
う
3

殊
に
ア
メ

y
カ
市
場
の
需
要
が
近
年
往
々

商
品
川
生
総
へ
と
集
中
す
る
傾
向
と
な
り
、
そ
れ
が
製
統
技
術
に
も
反
映
し
て
、
多
保
繰
綿
機
の
念
激
な
る
増
加
を

産
業
組
合
製
線
と
養
藍
農
家

第
四
十
一
巻

第
六
波

岡

大ム

A 
O 

全閣生主主生産設は農林省誼緋局、製繰J草;質強調査成績及び全|調器械製線工場

職以詩碑EZ主議;主早襲警iiii:警護証書霊長五銭官品切詰
査(日本中央寵統合、重量級業調査含第一究調査委員曾報告)書267頁による。
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産
業
組
合
製
紙
と
養
富
農
家

中規模の組合製総工場と齢紫:製税、工場との生産費比
較 1) (昭和七年度)生総百斥蛍 b~t産喪主?示す

00釜未満U 20U釜以上;>00釜未満
I(組合製総は250釜まで)

替業主-性一型空坦L一時空埜
円 1'1 円
3叩ι() 9.70 I 10.43 

55.25 

0.25 

150釜以上2
日

第七表
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れ
て
ゐ
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4.60 3.53 

15.18 

3.20 

15.22 

1.84 

1.84 

7.49 

4.97 

2iL37 

3.70 

1.44 

0.79 

9.84 

4.57 

4.80 

1.58 

7.84 

0.96 

3.13 

0.37 ?
 
l
 
t
 

]
 
5.!)9 

1.:t1 

第
四
十
一
巻

A 
O 

21.48 

1~.1品

0.90 

0.99 

9.76 

2.28 

16.60 

2.44 

。-63
4.66 

]5.72 

第
六
披
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0.95 I 
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6.09 

6.71 
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肌 51 I 
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5212 
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2. !lO 

1.B5 
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日 1.9

3.¥10 

l.U3 

2.42 

6.35 

1.08 

O.15'j 

~t.iJ.) 

2.02 

16.21 

1 

役職員俸給手常賞典

職工賃銀手常賞典

職工募集責

従業員踊利増進施設費

燃料費

電カ及電燈重量

賄材料費

保険料

荷造費

生産主E反貰手数料
乾繭費

侠繭受入賞

養露奨閲指導費

倉敷料

運搬費

遁信費

抜費

諸説諸掛

利子

消耗品質

借地料

修繕費

償却費

雑費

其他

五
O 

179.44 

脅
し
て
ゐ
る
。

昭
和
八
年
五
月

末
日
現
在
に
於

げ
る
多
僚
繰
林

5.:;，4 179.64 

機
の
運
描
件
数
は

忠
岡
以
二
夫
、

4
t
n
4
F
A
-
-
Aノ

I:1 

七
四
牽
と
な
っ

て
を
h

ノ、
爾
来

盆
'
々
増
加
さ
れ

つ
〉
あ
る
が
、

• 
1
 

ιzb 

ぞ
れ
は
組
合
製

続
t
y
」
管
業
製
紙

合

と
に
於
て
左
の

如
き
割
合
で
利 〆1:::

組合製続の生産費は千坂高興氏、前掲書、営業製紙は農林省語紙局、昭和七
年会同器械製統工場調による。
農林省資総局、昭和七年度会同器械製総工場開に主る。

1) 

2) 



替札

多
僚
繰
線
機

入
、
四

O
九
蓋

ニ
O
、
二
一
六
五

普
姐
繰
判
明
機

三
七
、
七
一
三
官
主

二
二
八
、
七
二
一

普
遁
繰
線
機
に
射
す
る
多
傑
繰
線
機
の
割
合

二
二
・
一
一
一

μ

八
・
九

業令

製製

総書長

而
し
て
多
蝶
繰
線
機
の
性
能
は
高
級
生
紙
の
生
産
性
を
高
む
る
動
に
め
る
か
ら
、
多
幌
繰
締
機
採
用
率
の
多
い

組
合
製
絡
の
方
炉
、
よ
り
優
良
な
る
生
総
を
生
産
す
べ
き
筈
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
雨
者
に
於
け
る
生
総
の
締
格
は
賀

B 

ロ
・
同
七

= -手芸手〆、

0

・一人一

ム
マ
人
生

Cコ. 
ー
五

昭
和
九
年
度
の
生
総
格
付
成
績
よ
、
り
、
管
業
製
綜
及
び
組
合
製
絡
の
杢
般
に
就
い
て
言
へ
ば
、
組
A
口
製
綜
は
非

常
に
高
い
生
産
費
を
要
す
る
高
級
絡
で
は
成
績
は
惑
い
が
、
最
も
超
持
の
持
て
る
中
間
総
で
は
管
業
製
総
よ
り
も

成
積
よ
く
、
ま
た
劣
等
総
に
於
て
も
管
業
製
総
よ
り
成
靖
良
好
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
一
五

O
釜
乃
至
二

0
0釜
の

組
合
製
絡
に
於
て
は
、

A
格
以
上
の
上
級
品
は
杢
瞳
の
二
六

μ
九
七
を
占
め
る
が
、
同
一
規
模
の
替
業
製
綜
に
於

産
業
組
令
製
綿
と
義
宣
農
家

第
六
披

第
四
十
一
巻

入。

五

農林省横演及ぴ紳戸生称検査所調査、 m':}~i1九年製総工場規模別立立に瞥業製材、
組合製粉;BIJ検査成績による。
碓水茂氏、再認識を要する組合製紙(露総芥破、昭和十年三月)4頁参照。2) 



産
業
組
A
Y
製
織
と
養
質
農
家

第
川
十
一
巻

八

O
四

第
六
時
抗

五

て
は
夫
は
二
三

μ九
六
を
占
め
る
に
過
ぎ
や
、
ま
七
二

O
O
釜
乃
一
主
二
五

O
釜
の
も
の
に
あ
り
で
は
、
右
の
上
級
品

は
組
合
製
綿
に
於
て
は
四
三

μ
五
六
ぞ
占
め
る
が
、
崎
営
業
製
総
に
於
て
は
二
七
%
二
八
を
占
り
る
に
過
ぎ
な
い
。

斯
く
の
如
〈
考
察
し
来
る
と
き
は
、
組
合
製
総
は
営
業
製
品
林
に
比
し
一
慨
に
鰹
管
技
術
に
劣
る
も
の
と
断
一
一
目
す
る

を
梓
な
い
。
百
、
上
掲
の
一
五

O
釜
乃
至
二
五

O
釜
の
も
の
に
あ
h
一
て
は
、
組
A
n
製
絡
の
方
が
尚
早
日
業
製
判
明
に
比
し

て
盗
に
優
れ
て
を
り
、
五
で
は
多
燦
繰
綿
機
は
明
に
そ
の
生
産
性
を
充
分
に
礎
揮
し
て
ゐ
る
c

一
史
心
細
A
H
製
綿
に
於
け
る
生
法
生
総
の
最
優
良
化
に
就
て
は
、
以
料
繭
の
品
質
優
良
化
の
貼
よ
り
い
て
、
一
定
の

制
限
を
受
〈
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
c

第
一
に
叫
営
業
製
綿
に
あ
り
で
は
、
特
約
一
安
置
組
合
を
通
じ
、
技
術

的
に
可
能
な
る
最
高
限
度
に
ま
で
、
産
繭
の
優
良
化
に
努
め
る
o
従
て
侍
業
製
絡
が
特
約
組
A
H
を
通
じ
て
行
ふ
繭
品

質
の
優
良
化
は
、
動
も
す
れ
ば
繭
買
上
債
格
の
絶
封
的
引
上
よ
り
も
よ
り
以
上
の
割
合
で
増
加
し
た
る
養
輩
費
用

を
犠
牲
と
し
て
行
は
れ
る
こ
と
〉
な
る
。
然
る
に
組
合
製
繰
に
あ
り
て
ほ
、
一
保
輩
農
家
経
替
の
延
長
と
し
で
、
養

置
農
家
の
牧
盆
増
加
を
圃
る
こ
と
を
第
一
義
に
置
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
な
る
技
術
的
見
地
よ
り
も
、
寧
ろ

養
賞
農
家
の
牧
盆
増
加
を
圃
る
と
い
ふ
経
梼
的
見
地
か
ら
、
産
繭
の
改
良
を
固
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
誌
に
組
合

ム
註
}
引

製
絡
の
生
総
最
優
良
化
に
劃
す
る
一
定
の
制
限
が
め
る
。
第
二
に
組
合
製
綜
に
あ
h
て
は
、
原
料
繭
の
供
給
者
が

固
定
し
て
を
り
、
そ
の
地
域
内
の
養
茸
農
家
に
し
て
組
合
員
↑
い
ら
ん
と
放
す
る
者
は
、
偲
令
養
茸
技
術
の
輸
に
於
て

兆
一
だ
し
く
劣
る
も
の
と
雄
ど
も
、
管
業
製
品
桝
の
特
約
組
合
に
於
け
る
如
く
、
そ
の
加
入
営
担
絶
す
る
を
得
示
、
之
を

組
A
口
製
総
に
耽
容
し
て
、
事
で
共
の
養
輩
技
術
の
向
上
を
固
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
鮪
に
於
て
も
組
合
製

内 五十嵐友幸氏、産業組舎製紙分析f寵紙界報、 H百司、日十年七月 )12貰多:~習。
([主) この鈷よりして組合製粉E替業製絡の何れがJ毒1霊農家に右利なるカぺこ就
ては、車1:供摘に曹すすz回:9-金k繭買土代金):i;コ比較すZ<e以て足巳寸。、更
に雨者に於げる養摂農家の資質的養重量費用をも考慮しなげればならね。
新11' る養重量農家を犠牲とするi!ti繭の催瓦化、従で ~t~隊コ λ トの引下をなし得
ない動に組合製線の競事力が乏しい原因が存して乙るとなす見解もある。柳
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絡
が
其
の
生
産
生
総
の
最
優
良
化
を
困
る
上
に
、
多
少
の
時
の
蓮
れ
の
存
す
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か
町
、
る
事
情
は
組
合
製
線
の
生
産
生
絡
の
最
優
良
化
を
困
る
制
限
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
一
の
姑

に
就
い
て
は
、
岡
家
に
よ
る
特
約
組
合
に
劃
す
る
監
督
、
繭
品
質
検
査
の
廟
行
に
よ
る
繭
商
品
債
値
の
明
瞭
化
に
件

ひ
、
第
二
の
姑
に
就
い
て
は
組
合
製
紙
の
組
A
H
H
の
養
輩
経
倍
、
卸
ち
そ
の
栽
桑
、
意
種
、
飼
育
、
集
繭
方
法
等
に

劃
す
る
積
極
的
指
導
に
よ
り
、
漸
次
組
介
製
絡
に
有
利
に
聴
聞
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
管
業
製
紙
界
に
於

て
は
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
盆
冷
五
大
製
純
一
か
澗
占
的
勢
力
企
獲
相
押
し
、
愈
ム
ザ
優
良
生
総
の
生
産
に
進
出
す
る
こ

と
う
な
る
か
ら
、

今
後
は
組
合
裂
絡
に
於
て
も
、

で
あ

3
0

充
分
に
之
と
調
抗
し
得
5
だ
け
の
武
力
な
仙
ふ
る
こ
と
が
肝
要

四

組
合
製
紙
は
共
の
組
合
員
た
る
γ

交
輩
農
家
の
産
繭
の
み
に
依
存
す
る
一
個
の
地
域
的
閤
憧
で
あ
る
か
ら
、
共
の

製
締
工
場
を
し
て
杢
能
力
営
殺
揮
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
工
場
規
模
に
相
営
す
る
だ
け
の
供
繭
を
常
に
組
合

員
よ
り
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

然
ら
玄
れ
ば
工
場
設
備
の
一
部
を
休
止
サ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
中
、
結
局
、

そ
れ
だ
け
組
合
製
線
の
生
締
生
産
費
を
高
め
、
管
業
製
総
と
の
競
争
力
を
弱
め
る
こ
と
冶
な
る
で
あ
ら
う
。
最
近

に
於
け
る
組
合
製
綜
の
一
釜
品
目
回
り
原
料
繭
泊
費
量
全
見
る
に
、
そ
れ
は
管
業
製
綿
よ
り
も
少
く
、
従
て
一
ヶ
年
の

作
業
日
数
も
少
な
く
な
っ
て
ゐ
る
。

邸
ち
全
閥
的
に
見
る
も
、
ま
た
長
野
臓
の
み
に
就
い
て
見
る
も
、
一
釜
嘗
り
原
料
繭
使
用
量
は
組
合
製
線
の
方

が
少
〈
、
従
て
就
業
日
数
・
ち
少
く
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
組
合
製
綿
へ
の
供
繭
不
足
ほ
組
合
員
の
繭
抜
買
り
に
よ
り

産
業
組
合
製
線
と
養
宮
農
家

第
四
十
一
審

第
六
披

八

O
五

五

川昇氏製綜業の恐慌鬼服策(経済串論集、第五巻第三波)66頁参照。



産
業
組
品
官
製
紘
と
養
富
農
家

業 日 薮
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第丸表

第
凶
十
一
巻

第
六
時
蜘

五
回

入
O
六

て
惹
起
3
れ
る
場
合
が
多
〈
、
殊
に
供
繭
営
時
、
総
債
が
好
況
で
繭

債
が
高
い
か
又
は
総
領
の
前
途
に
不
安
の
虞
あ
る
と
き
は
、
組
合
員

は
綜
償
費
動
の
危
険
を
脱
却
す
る
を
得
策
正
し
て
生
産
繭
を
抜
貰
り

す
る
こ
と
h

な
る
。
反
之
、
供
繭
嘗
時
に
於
け
る
繭
債
が
安
い
か
叉

は
総
債
の
前
途
が
有
望
祝
さ
れ
る
場
合
に
は
、
組
合
へ
の
供
繭
量
が

守

司

〉

コ

晶

ヨ

旧
H

ド
h
F

，コ
p
d
:

、
.
B
l少

?
k
J
o

tト
ト

'nJて
1
4
M
M
l
十』
h

v

J

w
d

・

-

期

t
の
加
〈
臼
己
に
有
利
と
思
は

れ
る
場
合
に
の
み
組
合
併
」
利
用
す
る
が
如
き
は
組
介
員
に
る
の
協
同

精
神
の
訣
如
に
よ
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
先
づ
組
合
員
に
劃
す
る
組

合
意
識
の
喚
起
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
併
し
乍
ら
他
方
供

繭
確
保
の
方
法
と
し
て
は
、
(
一
)
集
闇
供
繭
制
、
即
ち
部
落
皐
位
の

養
茸
賀
行
組
A
H
を
組
合
の
細
胞
組
織
と
し
て
、
組
介
員
の
集
繭
に
営

る
と
共
に
、
(
二
)
組
合
員
の
生
産
繭
は
令
部
所
属
組
合
へ
供
繭
せ
し

め
る
所
の
、
所
謂
杢
額
供
繭
主
義
の
徹
底
を
同
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
ゴ
己
就
中
、
組
合
製
総
工
場
の
技
術
的
改
善
と
経
管
の
合
理
化
と
に
よ
り
、
組
合
員
の
供
繭
に
封
し
直
接
な
る
現

買
の
利
益
を
奥
へ
、
以
て
組
合
へ
の
加
入
と
組
合
へ
の
杢
額
供
繭
と
が
、
繭
を
共
の
債
に
て
商
人
又
は
管
業
製
紙

、、

に
貰
る
よ
・
り
も
、
よ
り
有
利
な
る
こ
と
を
一
般
に
賞
例
を
以
一
て
一
不
し
、
養
霊
農
家
が
喜
ん
で
組
令
に
参
加
す
る
よ

う
、
ま
た
組
合
員
は
喜
ん
で
杢
額
供
繭
を
な
す
よ
う
、
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
比
較
的
優
良
な
る
組
合
製
紙

全閣は農林省軍総局、昭和七年全国務械製紙工場調及ぴ昭和五年度製株業資
態顎査成績、長野際は向車主第二十一次産業組合要1詑による。
永井治頁氏、霊聖書車業経世降、 1186頁。



に
於
て
は
数
年
を
通
じ
、
繭
一
貫
目
蛍
ち
の
配
分
会
は
供
繭
営
時
の
時
債
よ
り
も
高
く
な
っ
て
ゐ
る
。

タ:長|

媛知知取阜玉馬 野|

伊費量同弓吉長タ埼菖室上川河 k更共伊四|

ガ諜柴ケ婦花蒲田伊合訪野郷 賀|
南組演郡 J芝玉 那巾巾 級信邪!
担金組組組圏組組組央央姐組 組 i

明 岨組組 ! 

合社喜合合会祉社社合合合合合合合社社社合l
!査最
|泉逗

一一 一一 酢一一一一一一|年の
二二三五二二二五六一式七二三六八 t 主主二主主週一J

年を趨副
l敬行へ由

一 一 一一一一一一一"王宮
七二二万ー二二二一五七三三 c-_.-三三圧五三四 :~>Ir￥I

l故仔下繭
| ひの叫

一一一 一一 o骨伺
三一二 :三三里一三二二二」三一一二 i立当

舟を陶磁
金超利→
郁申重量買

OOO()()-OOOCコ000000ー )る金tl
・円! 平(割

問七八 ["1八五二--0 三七六五一九八一 ~J障り|
六五三三七六九六八ベ九七八九六 c七!配{賢明

組合製線の配分::il:.~繭時債との比険 H

タ烏ク岐タ埼タ群クタク少タ

第+表

府
印
刷
名

調

査

組

合

名

" 
4シ変愛高

産
業
組
4
官
製
判
明
と
養
輩
農
家

= pg 五 O ー 0000四一同

了
一
七

0
・一八

期
く
の
如
〈
組
合
製
締
の
比
較
的
優
良

な
る
も
の
に
於
て
は
、
配
分
金
は
供
繭
品
田

時
の
繭
時
債
よ
り
・
ち
多
く
な
っ
て
ゐ
る

川
市
川
、
之
を
一
応
に
入
正
岡
の
組
合
製
綿
に
及
ぽ

す
よ
う
努
力
す
る
と
〉
も
に
、
繭
出
廻
期

に
於
げ
る
時
使
よ
り
も
良
好
な
る
配
分
金

ク

-
E
ノ
ヨ
ァ

LUJ
こ
ら
ー
}
!
と

t
、
イ
〕
百
ト
1

5
f
g
l
J小
，
」

d

d

t

1
トト

4
U
四
一
/

金
の
一
定
割
介
を
積
立
て
、
生
総
債
格
の

暴
落
に
よ
っ
て
生
中
る
こ
と
あ
る
べ
き
経

替
の
損
失
(
結
果
よ
り
見
た
る
俄
渡
金
の
過
多
よ

b

起
る
)
を
防
止
し
、
以
て
組
合
製
絡
の
有
利

仕
と
安
全
性
と
を
養
輩
農
家
に
一
不
す
こ
と

が
、
組
合
員
獲
得
の
最
上
の
金
で
あ
ら
う
o

E 

以
上
論
じ
た
る
庭
よ
ち
し
て
瞭
な
る
が

如
〈
、
自
由
競
争
市
場
に
於
て
管
業
製
品
柿

第
四
十
一
巻

第
六
披

八

O
七

ヨ干-
2正

全国産業組合製線組合聯合曾、産業組合!~~総iの経替振り(第一輯及び第二韓)
i二よる。
この際に於でも製縁組合の組合員は単に目己分金と繭時債との比較のみなら
宇養意部首の費用放に、子女を自己の梨総工場に於て女工として働均・しむる
ことによって比較的多〈の労賃を獲得し得る等の動をも合せ考へなげれば
ならぬ。

2) 



産
業
組
Aar
製
孫
と
養
震
農
家

第
四
十
一
巻

八

O
八

第
六
拡

五
六

と
卦
立
し
、

し
か
も
人
絹
と
い
ふ
強
敵
を
控
ふ
る
以
上
、
組
令
製
紙
は
優
良
生
材
料
の
廉
傾
生
産
に
精
進
せ

5
る
を

梓
子
、

こ
の
た
め
に
は
組
合
製
綿
は
一
面
に
於
て
工
場
規
模
の
横
大
、
経
管
技
術
の
改
善
を
困
る
と
共
に
、
他
面
に

於
て
組
合
員
た
る
養
輩
農
家
の
栽
桑
、
一
昔
輩
過
程
に
針
し
積
極
的
指
導
を
な
し
、

優
良
産
繭
の
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

従
て
此
の
工
場
規
模
の
蹟
大
と
優
良
産
繭
の
確
保
と
を
如
何
に
し
て
嗣
和
せ
し
な
る
か
に
今
後
の

問
題
が
あ
あ
。

而
し
て
昭
和
五
年
の
養
護
恐
慌
以
来
、

之
に
堪
ゆ
る
た
め
各
地
方
と
も
主
業
と
し
て
の
養
輩
伝
棄

て
、
〉
、
義
賀
業
の
副
業
化
傾
向
?
と
る
に
至
っ
た
。
ぞ
の
結
果
は
繭
生
長
舗
の
地
域
的
分
散
と
な
っ
て
現
は
れ
“
心

か
ら
、
必
要
な
る
瓜
料
耐

T
獲
得
寸
る
に
は
組
合
製
紙
は
そ
の
組
A
H
M
一
以
台
よ
り
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
〉
な
る
。

か
b

る
際
に
於
け
る
組
合
製
綜
工
揚
の
規
模
構
大
は
、

偲
令
そ
れ
が
欝
工
場
の
整
理
合
同
に
よ
る
と

は
云
へ
、

一
層
組
合
の
地
域
的
損
大
営
促
す
こ
と
〉
な
る
で
あ
ら
う
じ

元
来
、
組
合
製
品
脚
に
は
聯
人
口
型
の
も
の
と
集
中
型
の
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
に
於
て
は
皐
位
組
合
が
夫
冷
製
紙

工
場
を
持
ち
、
聯
合
舎
は
主
と
し
て
生
産
生
綜
の
販
買
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
て
工
場
は
小
規
模
の
も
の

に
分
散
し
、
そ
の
能
率
が
比
較
的
低
い
。
併
し
こ
の
際
に
は
地
域
的
問
腫
と
し
て
の
産
業
組
合
の
特
色
は
保
持
さ

れ
、
従
て
組
合
員
相
互
の
親
和
力
は
聞
く
、
供
繭
も
ま
た
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
然
る
に
後
者
の
集
中
型
に
於
て

は
、
工
場
の
設
備
は
完
備
し
て
ゐ
る
が
、
組
合
の
匡
域
が
慶
大
に
し
て
敷
郡
に
も
及
ぶ
も
の
も
あ
る
た
め
、
組
合

員
相
互
聞
の
親
和
力
に
之
し
く
、
従
て
組
令
長
は
自
己
の
製
綜
工
場
で
あ
る
と
の
意
識
に
之
し
く
、
組
合
員
の
供

繭
も
ま
た
不
成
績
な
る
も
の
が
多
い
。

然
る
に
上
越
せ
る
組
令
製
紙
工
場
の
大
規
税
化
の
要
求
と
養
設
業
の
副
業
化
傾
向
と
は
、
今
や
必
然
的
に
組
合



製
総
の
集
中
型
と
聯
人
口
型
と
の
相
方
よ
り
、
各
々
の
長
所
を
採
用
し
て
、
工
場
は
集
中
型
の
大
規
模
に
、
組
合
員

の
親
和
力
は
聯
合
型
に
よ
っ
て
之
を
増
進
せ
し
め
、
ぎ
る
を
特
ゴ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
郎
ち
町
村
単
位
の
四
種
粂
品
目
白

組
合
を
単
位
組
合
と
し
て
、
組
合
製
綿
の
嚇
合
舎
を
作
り
、
製
綿
工
場
は
こ
の
聯
令
命
日
の
直
替
k
し
て
、
大
規
模

化
し
、
そ
の
供
繭
は
翠
位
町
村
組
合
に
よ
り
、
し
か
も
養
置
賀
行
組
合
を
通
じ
て
、
之
を
確
保
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
殊
に
近
来
に
於
け
る
大
日
本
生
総
販
寅
組
合
聯
人
口
合
、
卸
ち
「
線
聯
」
の
毅
展
に
よ
っ
て
、
生
絡
の
版
頁

が
一
一
宇
に
引
受
け
ら
れ
る
こ
と
〉
な
っ
↑
い
か
ら
、
今
後
の
聯
人
口
舎
は
製
綿
工
場
の
腕
管
に
専
念
し
得
る
に
至
る
で

あ
ら
う
。

十
p
k
m川
相
't
仁
し
て
制
令
製
紙

ω殺
版
は
成
4
0

殺
し
供
三
一
J
-

可
的

t
は
め
る
が
、
相
人
H

製
紙
の
設
立
に
は
相
官
の

固
定
資
本
を
要
す
る
(
一
童
福
り
約
八
白
岡
)
闘
係
上
、
養
輩
農
家
の
み
の
資
力
を
以
て
し
て
は
、
保
令
上
述
の
組
織
形

態
を
と
る
と
し
て
も
、
他
の
種
類
の
産
業
組
合
の
如
き
迅
速
な
る
構
大
張
大
は
之
を
期
待
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

ま
た
組
合
製
総
の
現
肢
を
以
て
し
て
は
、
高
今
、
中
小
管
業
製
総
に
代
り
科
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
か
ら
う

か
。
従
て
養
富
農
家
の
産
繭
の
大
部
分
は
、
今
後
と
色
組
合
製
綿
以
外
の
方
法
に
よ
ち
て
慮
理
さ
れ
ざ
る
を
科
な

い
。
だ
わ
ら
産
業
組
合
は
養
謹
農
家
の
利
金
確
保
の
た
め
、
養
輩
農
家
念
組
A
u
H
と
し
て
糾
A
H
し
、
そ
の
産
繭
を

組
合
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
昌
利
製
総
曾
祉
'Y]

掛
等
的
な
る
集
間
的
繭
取
引
を
宜
現
す
る
よ
う
努
力
し
な

か
冶
る
産
業
組
合
の
繭
取
引
へ
の
進
出
は
、
や
が
て
間
接
的
に
組
合
製
締
白
瞳
の
後
展
を
も
助

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

成
す
る
こ
と
〉
な
る
で
あ
ら
う
。

産
業
組
合
製
紙
と
養
費
農
家

第
凶
十
一
巻

第
六
披
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「続聯』の活動についてはまEに叙遡することを省く。この貼に就ては線聯、組
合製紙及主主聯参n官。
1) 


